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刈谷お手玉の会が体験した『お手玉の力』 
 支部に登録されていませんが、愛知県刈谷市に３年前に誕生した｢刈谷お手玉の会｣(岡本ひ

ろ会長)があります。デイサービス、高齢者サロン、小学校などで活動しており、日本のお玉

の会は、その活動を応援しています。 

 刈谷お手玉の会から最近届いた活動記録に、ある小学校の｢放課後こども教室｣での素晴ら

しい体験が紹介されていましたので、ご紹介します。 

｢お手玉でＫ君が変わった｣とお母さんも先生も大喜び 

Ｆ小学校の｢放課後こども教室｣は、２回目の訪問でした。全員が集まったところで、元気

は良いけど、仲間に入れそうにないないＫ君が目に留まりました。 

私(会長)は、会員と相談をしてＫ君に張り着くことにしました。私が傍に行くと、｢いや～｣

と言って、逃げ回りましたが、｢大好き｣と言って、私はＫ君から離れませんでした。 

何時ものようにウォーミングアップから始め、お手玉を上げる、握る、手を打つ(１つ、２

つ…)を始めました。これを、Ｋ君はとても上手にやっていたので、みんなの前に出やっても

らいました。 

次に、両手２個ゆりの遊びをしました。やっぱり、

Ｋ君は、ほかの誰もが出来ない右手、左手を交互に使

って上手にできるのです。再び、前に出てやってもら

いました。それからＫ君は、みんなの輪の中に自信を

もって入っていきました。 

コミュニケーション遊びは、ゆっくりから、だんだ

ん早く、右回りから左回りを行い、みんなの顔、声が、

いかにも楽しそうな表情で、盛り上がりました。 

次は、ヨーヨーお手玉で遊びました。初めて見るお

手玉です。自由に上、下、前に突いて遊んでもらいま

した。 

つづいて、ヨーヨーお手玉のけん玉遊びを説明しま

した。みんな喜んで遊びに夢中でした。途中で、どれ

だけ上手になったか、｢お手玉の会｣のみなさんに見て

もらい、どの子も褒めてもらい満足の笑顔でした。 

最後に、お手玉の歴史について簡単に話しました。 (｢放課後子どもこども教室｣の様子) 

あの仲間からはずれていたＫ君が、ちゃんと聞いてくれました。話が終わると｢どうして、そ

んなことを知っているの？｣と聞いてきました。｢僕も、その本を読みたいな｣と言いました。 

お手玉教室の後、先生とお手玉の会のメンバーで、お茶とお菓子をいただきながら反省会

を行いました。その席で、一番に話が出たのはＫ君のことでした。コーディネーターのＷ先

生からは、｢やはり、褒めることですねー｣の一言が優しく伝わってきました。 

後日、Ｗ先生からお電話で、｢お手玉遊びがきっかけで、Ｋ君は見違えるように変わりまし

た。お母さんもたいへん喜んで見えます｣と聞きました。 

私たちの活動も、少しはお役に立っているのだと、会員みんなが意を強くしました。 
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